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筆者らは， 1983年10月， 1986年5月ならびに 1992

年2月につくば市とその近郊から本経を分離培養した。

これらはNIES-257，PS-347として国立環境研究所微生

物系統保存施設に保存されている (Watanabe and 

Noz心(i1994)0 

本渓は単細胞遊泳性で， 4本の鞭毛を持ち浮い粘質

に包まれている。細胞皇室や，鱗片など，細胞を包む構

造はない。細胞は倒卵形，円錐台形ないし縦に長い五

角形で，前端から後端にかけて4倒の稜線が認められ

ることがある。特にこの稜線は前端部で顕著で，細胞

を真上から見ると丸みを帯びた四辺形を呈する場合が

多く，細胞によっては稜線のはっきりしないものや，

会体が偏平なものも観察される。業緑{本はカップ型

で，数個のピレノイドが細胞後部中央に位置し (Figs.

ト3)，一見一つのピレノイドに見える場合もある (Fig.

1)0 glt点は基本的に一個で細胞中央部に位置するが，

細胞前端部にもう一個存在することもある。細胞の大

きさは，NIES-257株では，縦 12-19.5μm，阿 10.5-

15.5凶nであるのに対し，PS-347株は縦15.5-27.5同n，幅

9.5-17山1で後者の方が大型であった。等長の4本の鞭

毛は， 細胞前端部の凹みからのび細胞の長さと同じか

やや長い。収縮胞は， 21聞ないし4個で$IIIJ泡前端部の鞭

毛基部に位置する。無性生殖は細胞前端部からの二分

裂による府gs3 and 4)。

*緑イ本は裂片状で多数のピレノイドはそれぞれ葉緑

体が内1Hljにや11びた部分の先端に位置し，あたかもユー

グレナのピレノイドセンターの様な形態を示す(Fig.5

and 6)。ゴルジ体は，細胞質の至る所に多数存在し，近

くに粘液胞と恩われる液胞がある。この粘液胞は，細

胞表面に関口部を持つσig.5)。眼点は二層の連続した

穎粒からなりそれぞれの層はチラコイドで|煽てられて

いる (Fig.7)。

本程が属する Hafniomonas属は，もともとプラシノ

諜のPyramimo/las属として記載された P.relicuJalaをタ

イプとして 1980年に EttlとMo巴strupにより設立され

た属で，その後，II種が本属に記載されている (Ettl

1983) 0 H. montanaに関しては， 1925年に Geitlerによ

りPyramimonas属の新種として記載され，その後 1971

年に Maiwaldにより電子顕微鏡観察の報告がある。

自然、サンプル中で本属の藻類が紛れていても固定す

ると変形するか，跡形もなく溶けてしまい特定するの

は困錐である。ブルームを形成している場合は細胞の

形態がまちまちであることと，核の位置が細胞中央部

にあり，中心]141Iからずれていない点でPyramimonas属

と区別できる。細胞の形態が変形しやすいため光学顕

微鋭により種を同定することは極めて困難である。

筆者らの観察では，比]1変的富栄養化した池沼に普通

に見られるものと思われる。有性生殖は知られていな

U 、。
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Figs. 1-7. H"liliomonas montana，light (1-4) and eleclron (5-7) micrographs. J: Vegcwlive cell with pyrenoid complex. Arrowhead 

indicales one of cOnlraclile vaclIoles. 2: Vegetalive cell with lh悶epyrenoids. 3 and 4: Asexual reproduclIon， early slage (3) and late stage 

(4) 5: Median longitudinal seclion of a vegetative cell showing ilS major componenls: chloroplast (C)， conlraclile vacuoles (Cv) ， 

dicliosomes (D) . tlagella (F) ， muciferous body (MlI) • nllclells (N) ， nucleollls (NlI) and pyrenoids (P) 6' Median longillldinal 

seclion of pyrenoids (P) Each pyrenoid is loc‘.lIcd On the edge of the chloroplasl lobe. 7: LongIludinal section of eyespol. Two layers of 

eyespol granules are separated by a lhylakoid lamella (arrow) 




